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まえがき 



この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 ビジネス 機械' 情報 システム 産業 協 
会 OBMIA), 独立 行政法 人康業 技術 総合 研究所 （A1ST) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標 
準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 

大臣が 制定 し た 日本工業規格 であ る 。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

こ の 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が あ る こと に 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 
用 新案 権に 関わる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JIS X 8341 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が ある。 
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X 8341-7： 2011 
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困 "P 者 • P 早 等 酉 思 5^5 1'指針—— 

情報通信 における 機器， ソフトウェア 及び サービス 

—第 7 音 P ： ァクセ シビリ ティ 設定 

Guidelines for older persons and persons with disabilities- 
Information and communications equipment, software and services- 
Part 7: Accessibility settings 

序文 

この 規格 は， 2009 年に 第 1 版と して 発行され た ISO/IEC 24786 を 基に， 技術的 内容 及び 構成 を 変更す る 
ことなく 作成 した 日 本 工業規格で あ る 。 
なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 参考 事項 は， 対応 国際規格に はない 事項で ある。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， ァクセ シビリ ティ 設定の ユーザ イン タフ ヱース を， 高齢者， 障害者 及び 一時的な 障害 を も 
つ 人々 を 含む， 多く の 利用者に とって ァク セン ブルに する ための 推奨 事項 及び 要求 事項に ついて 規定す る。 
この 規格 は， ァクセ シビリ ティ 設定の 詳細な 指針 を 提供す る。 この 規格 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モード 
の ァクセ ス 及び 操作 方法， 並び に 特定の ァクセ シビリ ティ 櫬能を 直接 起動す る 方法 を 規定す る 。 

この 規格 は， コンピュータで 用いる 全ての オペ レー ティ ング システムの ユーザインタフェースに 適用す 
る 力 S， 他の 形式の 情報通信 技術に も 適宜 適用 可能で ある。 

この 規格 は， ォ ペレ一 ティ ング システムが 読み込まれて 起動す る 前の ユーザ ィ ン タフ ヱ一 スには 適用し 

ない。 

注記 1 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO/1EC 24786:2009, Information technology ― User interfaces ― Accessible user interface lor 
accessibility settings (IDT) 
なお， 対応の 程度 を 表す 記号 "IDT" は， ISO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "一致して いる" 
こ と を 示す。 

. ( - こ- ョ— ン.. ヒ え 二え に^す. 要求. 事 導;^ せ揖 S 查 項-き 丄ス M 驢 す-るぶ 丄ぉぁ 。- -. 

2 適合 性 

コンピュータ 力、 筒 条 S に 規定す る 全ての 要求 事項 及び 推奨 事項 を 満たして いる 場合， その コン ピュー 
夕 は JISX8341-7 レベル 2 に 適合す る。 

コンピュータ 力、 箇条 5 に 規定す る 要求 事項 を 全て 満たして はいる 力 5 ， 箇条 S に 規定す る 推奨 事項の 全 
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て は 満たして はいない 場合， その コンピュータ は JISX 8341-7 レベル 1 に 適合す る。 
3 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格のう ちで， 西暦 年 を 付記して ある もの は， 記載の 年の 版 を 適用し， その後の 改正 版 （追 補 を 含む。） 
は 適用し ない。 

J1S X 0001:1994 情報処理 用語 一基 本 用語 

注記 対応 国際規格 ： ISO/IEC 2382-1:1993, Information technology - Vocabulary - Part 1 ： Fundamental 
terms (MOD) 

ISO 9241-171:2008, Ergonomics of human-system interaction — .Part ]71: Guidance on software accessibility 
4 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， J1SX0001:]994 及び ISO 9241-171:2008 による ほ 力、 次に よる。 
注記 用語 StickyKeys™, SlowKeys™, BounceKeys™, FilterKeys™, MouseKeysTM, RepeatKeys™, 
ToggleKeys™, SoundSentry™ 及び ShowSounds™ は， 全て ウイ スコ ンシ ン 大学の 商標で ある 。 し 
かし， この 規格に 示す 働き 及び 振る舞い を もつ ユーザ ィ ン タフ ヱ 一 スの梶 能 を 表すた めで あれ 
ば， これらの 用語 は， 著作権 使用料 及び 使用許可 なしに 使用しても よい。 

4.1 

ァクセ シビリ ティ 機能 （accessibility feature) 

障害 を 経験す る 人た ちに 対して 製品の 使用 性 を 高める こと を 目的と して， 特別に 設計され た 機能 (ISO 
9241-171:2008 参照）。 
4.2 

ァクセ シビリ ティ 設定 （accessibility setting) 

ユーザ ィ ンタ フェース を， よ りァ クセシ ブルに する ための 設定。 
例 ロー ビジョンの 利用者の ために， 画面 及び 文字の 拡大 を 有効に する ための 設定が 提供され る。 

4.3 

ァク セン ビリ アイ 設疋 モー 卜 (accessibility setting mode) 

利用者が ァ ク セシビ リ テ ィ 設定 を 調節す る モード。 

注記 利用者 はこの モード を 通して， ほぼ 全ての ァクセ シビリ ティ 設定 及び ァクセ シビリ ティ 機能の 
調節に アクセス できる。 

4.4 

聴覚への フィ 一ド バック （auditory feedback) 

(キー入力 な どの） 操作が コンピュータ に 受理 さ れた かどう か を， 聴覚 的 手段 によって 知らせる ための 
機能。 

注記 聴覚への フィードバック は， キー入力 による ビープ 音， 警告音な ど を 含む。 

4.5 

バウ ン スキー （BounceKeysTM) 

一つの キーから 1 回に ] 度の キー 押下 だけ を 受理す る ^ 能。 

注記 バウ ン スキー は， キー を 押下 又は 放す ときに， 不用意に キー を 余計な 回数た た （0 口） いてし ま 
うよう な 手の 震え を もつ 利用者の ために 設計され ている。 一旦 キーが 放される と， 一定 時間 （利 
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用 者が 設定 可能） が 経過す るまで 同じ キーの 押下 を 受け付けない。 バウ ン スキー は， 押下した 
キーと 異なる キーに ついては， いかに 速く 打鍵しても 影響し ない （ISO 9241-171 :2008 の 附属 書 

E 参照）。 

4.6 

_1 ン ピュー タ (comouterj 

算術 演算 及び 論理演算 を 含む 大量の 計算 を， 人手の 介入な しに 遂行す る ことので きる 機能 単位 （J1S X 
0001:1994 01.03.03 参照）:. 
4.7 

フィルタ キー （FilterKeysTM) 

バウ ン スキーと スロー キーと を 一組と して 合わせた 核 能。 

注記 フィルタ キーと いう 用語 は， バウ ン スキーと スロー キーと を 一組に した 機能に 用いる。 これら 
の 二つの 機能 は， 両方 起動で きる ようにしても， 互いに 排他的に しても よい。 ただし， 両方 起 
動 し た 場合， バウ ン スキー は スロー キーに よ つて 無力 化される （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 

参照）。 

4.8 

マウス キー (MouseKeys™) 

利用者が， 画面 上の マウス カー ソ ルの 制御 及び マ ウス ボタ ンの 操作 を 数字 キー パ ッ ドで でき るよう にす 
る 機能。 

注記 マウス キー は， 身体 的な 能力が 原因で マウス を 正確に （又は 全く） 使用で きない 利用者の ため 
に 設計され ている (ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 

4.9 

回.|面=^ — ボート 、on- screen keyboard) 

ポ イン ティン グデ バイ ス で 操作 可能で あ り ， 物理的 キー ボー ドか らの 入力と 同一の 入力 を 発生す る キー 
ボード を， 画面 上に 提示す る ソフトウェア。 

注記 ISO 9241-171:2008 では， 画面 キーボード は， キーボード 模擬 機構の 一つの 例と して 紹介され て 
いる。 

4.10 

リピ一 トキ一 （RepeatKeys™) 

キーの 自 動 繰 返 し ， 繰 返 し 開始 時間 及 び 繰 返 し 頻度 を 制御 す る 機能。 

注記 1 リピート キー は， キー を 押下した ときに 自 動 繰 返 し を 避ける ために 十分な 速さ で 指 を 動かせ 
ない 人た ちが コンピュータ を 利用で きる ようにす るた めに 設計され ている。 縑 返し 開始 時間， 
繰返し 頻度， 繰返し 無効 は， 通常， キーボードの システム 設定に 含まれる。 これらの 機能が 
含まれて いない 場合 は， リピート キーが これら を 提供す る。 リピート キー も， 素早い 反応が 
できない 利用者の ために， 繰返し 遅延 及び 繰返し 間隔 を 十分 長く 設定で きる （通常の キー 緣 
返し 設定の 標準 的な 最大値 も 十分 長 く ない 場合） （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照)。 

注記 2 システム 設定と は， 利用者が オペ レー ティ ング システムの 調節 をす る パネル 及び ウイ ン ドウ 
である。 システム 設定の 名称 は， オペレーティングシステム によって異なる。 この 橇 能の 一 
般 的な 名称 は， コントロール パネル 又は システム 設定 （システム プリファレンス） である。 
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4.11 

画面 読み上げ 機構 （screen reader) 

利用者が 画面 を 見 る ことなし に 画面の 情報に アクセス できる ようにす るた めに， 画面 上の 文字 及び 他の 
情報 を 音声で 読み上げ る 機能。 
4.12 

ショ一 卜 カツ 卜 (shortcut) 

途中 段階 情報 （例えば メニュー） の 表示 を 行う ことなく， ポインタの 移動 も その他の 利用者の 行動 も 要 
求す る ことなく， 直ちに 実行す る 操作。 
4.13 

サウンド 解説 （ShowSounds™) 

アプリケーション ソフトウェア で 可読な フラグで あり， 全て の 情報 を 聴覚 的に 提供 している アプリ ケー 

シ ョ ンに 視覚 的に も 情報 を 提供す るよう に 伝える こ と を 意図した 利用者 設定 フラ グ。 

注記 サウンド 解説 は， （聴覚 障害， うるさい 環境， 図書館， 教室な どのように 音 出力が 許されな いな 
どの 理由に よって） 明確に 音声 を 聞き取れない 又は コンピュータからの 音の 違い を 聞き取れな 
い 利用者の ための 機能で ある。 例えば， 録音 又は 合成音 声の 代わりに 説明文 を 表示す る ことが 
可能で あり， また， 新着 メールが 到着した こと を 示す ために 音 を 使用して いると き は， メッセ 
ージ 及び アイコン による 表示が できる。 ただし， 説明文 は， 画面 上に 目に 見える ように 提示し 
て ある 情報 を， （画面 読み上げ ォ， お 構が） 読み上げる ことで 得られる 音声 出力に 対して は， （重複 
して 目に 入る ので) 字幕 を 与えない 方が よい （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 

4.14 

スロー キー （SlowKeysTM) 

短い 時間に 打 たれたり 押下され た り した 全ての キー を 無視す るよ う に， キー ボー ドに 動作させる 機能。 
注記 スロー キー は， 打鍵のと きに 意図せ ずに 周辺の キ一 をた た （叩） いてし まうよう な， 統制で き 
ない 過度の 動き をす る 利用者の ために 設計され ている。 キー 押下 は， 利用者が 設定 可能な 一定 
時間 を 押下した 場合 だけ 受け付けられる （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 

4.15 

サウンド 表示 （SoundSentry™) 

コンピュータが 音 を 発生した とき に 視覚 的 合図 を 提供す る 機能。 
例 screen flash, caDXion bar flash. 

注記 サウンド 表示 は， （聴覚 障害， うるさい 環境， 図書館， 教室な どのように 音 出力が 許されな いな 
どの 理由に よって） システム 音 を 聞き取れない 利用者の ための 機能で ある。 サウンド 表示 は， 
システムの ハー ドウ ヱァを 監視す る ことによって 動作し， 音響 的 活動が 検出され た 場合に 利用 
者が 設定 可能な 指標 を 提供す る 。 

なお， この 機能 は， 通常， 異なる 音 及び 異なる 音源 を 区別で きず， また， 音声 出力 及び 音で 
伝えられた 情報の 有用な 代替 を 提供で きない。 アプリケーション は， 音で 提供され る 情報の 有 
用な 代替 を 提供す るた めに， サウンド 解説 機能 を サポート する ことができる。 サウンド 表示 は 
単に， サウンド 解説 機能 を サポートし ていない アプリケーションの ための， システム レベルの 
予備 手段で あ る （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 

4.16 

固定 キー （StickyKeysTM) 

著作権法 により 無断での 複變， 糠 載 零 は 禁止され ております。 
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利用者が， キーの 組合せ （例えば Ctrl 一 Alt -Delete) を 押下す る 場合， キー を 全て 同時に 押下す るので 
はな く ， 順番に 押下す る こ と を 可能 とする 機能。 

注記 固定 キー は， 両手 を 使えない 利用者 又は 小 棒 を 使って 文字 入力す る 利用者に 向けて 設計され て 
いる。 固定 キ一 は， Shift キー， Alt キー 及び Ctrl キーの ような "修飾 キー" として 定義され て 
いる キーに 対して 働く。 通常， 固定 キーの 状態 は， 利用者の 選択に よって 函 面に 表示され る （ISO 
9241-171:2008 の 附属 書 E 参照） 。 

4.17 

—定時 間 後 無効 機能 （Time Out) 

キーボード 又は マウスの 操作が 一定 時間 （調節 可能） 発生し なかった 場合に， 自動的に ァ クセシ ビリテ 
ィ 機能 を 停止す る 機能。 

注記 一定 時間 後 無効 機能 は， 利用者が ァクセ シビリ ティ 機能 を 有効に した まま 離れた 場合に， 次の 
利用者 又は 案内 役の 人が， コンピュータが 故障した と 困惑す る 可能性が ある， 図書館， 書店な 
どの 公共 '共有 コンピュータ での 使用 を 意図して いる （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照） 。 

4.18 

切替え キ一 （ToggleKeys™) 

2 状態 交互 切替 え キーが ロックされ ている か 又は 解除され ている か を 知らせる 機能。 

注記 切替え キー は， CapsLock, ScrollLock, NumLock などの ように， ロックす る （2 状態 交互 切替 
え） キーの 視覚 的 状態 表示が 見えない 利用者の ための 機能で ある。 切替え キー は， CapsLock の 
ような 2 状態 交 77 ひ 刃お: え キーが 口 ッ ク されて いる 場合 は， 高い ビープ 音の よ う な 聴覚 的 合図， 2 
状態 交互 切替え キーが 口 ッ ク 解除され た 場合 は， 低い ビープ 音の よ う な 別の 合図 を 提供す る 
(ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 

4.19 

視覚 情報の 調節 （visual emphasis) 

利用者が， 視認性 を 改善す るた めに 視覚 情報の 属性 を 変更で き るよう にす る 機能。 

注記 視覚 情報の 調節に は， 文字 サイズ， 画面 拡大， コントラスト， 輝度， カラー バランス， 色調 反 
転， グラデーション などの 調節 を 含む。 

4.20 

視覚への フィードバック (visual feedback) 

(キー入力 などの） 操作が コンピュータに 受理 さ れた か ど うか を 視覚 的 に 知らせる ため の 機能。 
注記 視覚への フィードバック は， 固定 キーが 有効な 場合の キー 表示， 画面 キーが 押下され た 場合の 
視覚 的 表示な ど を 含む。 

4.21 

音 作 vvoice operation) 

利用者が， マイクロ ホン を 通して 音声 命令に よる コンピュータ 操作 を 可能と する 機能 （例えば， "メール 
切替 え " で 電子 メールの アプリケーション が 起動す る な ど ） 。 

注記 音声 命令 は 通常， 音声 命令で はない 他の 音声と 区別す るた めに， 起動 キーワード （例えば， "コ 
ン ピュー 夕…"） の 後に 続く。 

5 要求 事項 及び 推奨 事項 

5.1 ァクセ シビリ ティ 設定 モード 
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5.1.1 ログイン 前の ァクセ シビリ ティ 設定 モード 

ァクセ シビリ ティ 設定 モ一 ド は， 利用者が 口 グイ ン モー ドか ら アクセス できる ものである ことが 望まし 
い。 その 場合， ァクセ シビリ ティ 設定 モード は 全ての 設定 項目 を 含む 必要 はなく， 少なくとも， 次に 掲げ 
る 機能の 有効 又は 無効の 切替えが できる ことが 望ま しい。 
一 固定 キー 
一 スロー キー 

- バウ ン スキー 
- 画面 キーボード 
- 音声 操作 
- 視覚 情報の 調節 
一 画面 読み上げ 機構 

注記 なお， ログイン 後 は， コンピュータ は 5.1.2 に 記述した ァクセ シビリ ティ 設定 項目 を 提供す る。 
5.1.2 ァクセ シビリ ティ 設定 モードの 内容 及び インタフェース 

ァクセ シビリ ティ 設定 モード は， 5.2 に 規定す る 設定 項目への アクセス を 提供す る。 ただし， ショート 力 
ット による アクセス は 除く。 次に 掲げる 事項 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モードの インタフェース に対する 
要求 事項 及び 推奨 事項で ある 。 

a) ァクセ シビリ ティ 設定に 実装され ている 全ての 設定 項目に 対する キー ボー ド からの アクセス を 提供し 
なければ ならない。 

b) キー ボー ド アクセス は， 同時に 二つ 以上の キー 押下 を 利用者に 要求して はならない。 

C) ァクセ シビリ ティ 設定に 実装され ている 全ての 設定 項目に 対する ポィ ン ティ ング デバイスからの ァク 
セ ス を 提供 し な ければ な ら ない。 

d) 設定 対話 ウィンドウの 文字 サイズ は， 通常 サイズの 2 倍 以上なければ ならない。 

e) 自 然 言語に よ る 設定 項 目 の 説明が 画面 に 提示 されて い な ければ な ら ない。 

D 操作 結果の 通知が 視覚 的 手段 及び 聴覚 的 手段の 両方に よって 利用者に 提供され なければ ならない。 

g) 二つの 異なる アクセス 概 能の 選択肢が 同時に 設定 可能な 場合 は， それら を 起動す る キー は 互いに 隣り 
合って いて はならない。 

h) ァクセ シビリ ティ 設定に 実装され ている 全ての 設定 項目に 対する 音声 操作 を 提供す る こ とが 望ま し 
レ、 

i) 音声 操作 及び 画面 読み上げ 機構に は， 自然言語 を 使用す る ことが 望ま しい。 
j) 画面 上の 文字 は， サン セリフ 体で ある ことが 望ましい。 

k) 画面 上の 文字の 輝度 は， 背景よ り 5 倍 以上 明るい ことが 望ま しい。 
I) 設定 項 目の 記述の た め に ， 図 記号が 画面 に 提示され ている ことが 望ましい。 
ま 露 さ】….. め- J_ こ-お レ丄 で，. _ —"通常せ- ィ-ヌ 二… し ( も-」 と^え 省禮 陵- 1_ 室-^^^^ 

-こ —お-であ —き-?— 

注記 2 g) において， QWERTY キ一 ボ一ド （アルファベット キ一 部分の 左上 部に" Q"， "W"， "E"， 
"R"， "T"， "Y" の 順に キーが 並んで いる 配列の キーボード）. では， A， S 及び D は 隣接 
している。 キーボード アクセス では， A， S 及び D を 使用す るので はなく， A， D 及び G 
を 使用す る ことが 望ましい。 その 理由 は， 前者の 場合， 間違えて 隣接す る キー を 打って し 
まう 利用者が いるから である。 

注記 3 -jl において， "サン セリフ 体" と は， 縦横 斜めの 線の 太 さが 一定で，— —飾りの ない 書体で あ 
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- る——。——— 

5.1.3 アクセス 方法 
5.1.3.1 GUI 操作 

次 に 掲 げ る 事項 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モードへ アクセス する ための GUI 操作 の 要求 事項で ある。 
システム 設定 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モ一 ド への アクセス を 提供 し な ければ な ら ない。 

注記 4iQ.^))ilS2#M,.. 

5.1.3.2 キーボード 操作 

次 に掲 げ る 事項 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モ ードへ アクセス する ための キ一 ボ一 ド 操作の 要求 事項 及び 

推奨 事項で ある。 

a) コマンド を 起動す るた めの， オペ レー ティ ング システムに 特化した キー を もつ システム において は， 
この キー 及び "U" を 同時に 押下す る ことによって， 利用者に ァクセ シビリ ティ 設定 モードへの ァク 
セ ス を 提供 し な ければ な ら ない。 

b) オペレーティングシステム は， ァクセ シビリ ティ 設定 モードの 起動の 代替 方法と して， オペ レー ティ 
ング システム に 特化した キー を 含まない キ 一順 序 を 利用 者が 定義で きる ようにす る 仕組み を 提供す る 
こ とが 望ま しい。 

C) Shift キー を 連続して 5 回 押下す る こ とで， 利用者が 固定 キーの 有効 又は 無効 を 切り替えられる よ う に 
しなければ ならない。 固定 キー を 有効に するとき の 省略時の 挙動と して， 対話 ウィンドウ を 表示す る 
ことが 望ましい。 固定 キー 機能の 対話 ウィンドウ が 開 いたと きはいつ でも， 利用者に ァ クセシ ビ リ テ 
ィ 設定 モー ド を 開 く 選択肢 を 提供 し な ければ な ら ない。 

d) Shift キー を 8 秒 間 押下す る ことで， 利用者が バウ ン スキー， スロー キー 又は フィルタ キーの 有効 又は 
無効 を 切り替えられる ようにし な ければ な ら ない。 Shift キー を 8 秒 間 押下 したと き の 省略時の 挙動 と 
して， 対話 ウィンドウ を 表示し なければ ならない。 対話 ウィンドウが 開いた とき はいつ でも， 利用者 
に ァクセ シビリ ティ 設定 モ ードを 開 く 選択肢 を 提供 し な ければ な ら ない。 

e) Help キー を 5 秒 間 押下す る ことで， 利用者に ァクセ シビリ ティ 設定 モ ード への アクセス を 提供す る こ 
とが 望ましい。 

注記 1 a) において， コマンド を 起動す るた めの オペレーティングシステムに 特化した キーの 名前 
は ， Windows 1) システム におい て は "ウイ ン ドウズ 口 ゴ" ， Apple Macintosh " システムに お 
いて は "コ マン ド" という。 

注 1) Windows 及び Apple Macintosh は， 市販 製品の 一例で あ る 。 こ の 情報 は， 規格の 利用 
者の 便宜 を 図って 記載す る もので， こ の 製品 を 推奨す る もので はない。 
注記 2 C) 及び d) において， "Shift キー を 連続して 5 回 押下す る こと" 及び "Shift キー を 8 秒 間 
押下す る こと" は， ISO 9241-171:2008 では， "Shift キー を 連続して 5 回 押下す る こ と" は 
固定 キーに 割り当てられ， "Shift キー を 8 秒 間 押下す る こと" は バウ ン スキー 及び スロー 
キーに 割り当てられ ている。 
注記 3 e) において， Help キー は， 全ての キーボードで 装備され ている と は 限らない。 Help キー 
がない 場合 は， 代行 キー （F1 キ 一又は Insert キ一） を Help キーと して 使用して もよ レ ；。 
5.1.3.3 音声 操作 

次 に 掲 げ る 事項 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モードへ アクセス する ための 音声 操作 の 推奨 事項で あ る 。 
"ヘルプ" と 発話す る ことによって， ァクセ シビリ ティ 設定 モードが 開かれる ことが 望ましい。 
注記 "ヘルプ" という 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利用者が" コ 
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ン ピュー タ…" のよう な キーワードから 始める ことによって， 開始され る。 
5.1.3.4 ポィ ン ティング デノ イス 操作 

次に 掲げる 事項 は， ァクセ シビリ ティ 設定 モー ドへ アクセス する ための ボイ ン ティ ン グデノ 
推奨 事項で ある。 

ポインティング デバイスが 副 ボタン を もっている 場合， 副 ボタン を 操作し メニューから つ 
択 する ことによって， ァクセ シビリ ティ 設定 モー ドが 開かれる こ と が 望ま しい。 

注記 副 ボタンと は， マウスの 右 ボタンの ような ものである。 
5.2 ァクセ シビリ ティ 設定の 項目 
5.2.1 固定 キー 

コンピュータが 固定 キー を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) 固定 キーの 省略時 設定 は， 無効で なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から 固定 キー を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ な 
ら ない。 

注記 1 _ 4 .1Q.55 逢 E 丄 き-照-。 --. 

C) Shift キー を 連続して 5 回 押下す る こ とで， 利用者が 固定 キーの 有効 又は 無効 を 切り替えられる よ う に 
しなければ ならない。 "連続して" と は， 別の キー 押下 及び マウス クリック を 含まない こと を 指す。 こ 
の 機能の 有効 又は 無効 を 切り替える 前に， コンピュータ は 利用者に 確認 を 求める ことが 望ましい。 そ 
のとき の 対話 ウィンドウ は， ァクセ シビリ ティ 設定 モ ードを 開 く 選択肢 も 提供 し な ければ な ら ない。 

d) (前項の 確認 機能 を 提供す る 場合） Shift キー を 連続して 5 回 押下した 後に 現れる 確認 対話 ウィン ドウ 
が 現れない ように （又は 再び 現れる ように） 利用者が 設定で きる もので なければ ならない。 確認 対話 
ウィンドウ は， 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 無効 化された 場合， 固定 キー は Shift キー を 連続 
して 5 回 押下した 後， 対話 ウイ ン ドウが 開かれる ことなしに 有効 又は 無効に 切り替わる。 

e) 利用者 は， 固定 キーの 有効 又は 無効 を 切り替える ための キーボード ショートカット （Shift キー を 連続 
して 5 回 押下す る こと） を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある こと 
が 望ま しい。 

f) "固定 キー オン" と 発話す る ことによって， 利用者が 固定 キー を 有効に できる ようにす る ことが 望 
ましい。 "固定 キー オフ" と 発話す る ことによって， 利用者が 固定 キー を 無効に できる ようにす る こ 
とが 望ましい。 

注記 2 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利用者が "コンピュータ 
..." のよう なキ 一ワードから 始める ことによって， 開始され る。 

g) コンピュータ は， 固定 キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る こと 
が 望ましい。 視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無効 化 

(及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 
注記 3 視覚への フィードバック は， 固定 キーが 有効で あるときに， 状態 指標 を 表示す る こと を 含 
む。 

h) コンピュータ は， キーボード ショートカット によって 固定 キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 聴覚 
への フィー ド バック を 提供す る ことが 望ましい。 聴覚への フィー ド バックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 
聴覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある こと 
が 望ましい。 

注記 4 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 
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例 1 固定 キーが 有効に なった 場合 は， 低音から 高音へ 変化す る 音， 固定 キーが 無効に なった 場合 
は， 高音から 低音へ 変化す る 音と している （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 
修飾 キーと もう 一つの キーとの 同時 押下で， 固定 キー は 無効と ならなければ ならない。 利用者 は， こ 
の 機能 を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は， この 機能 は 有効で なければ なら 
ない。 

注記 5 修飾 キーに は， Shift, Alt, Ctrl, Option, Command, Meta, Logo キーな ど を 含む （ただし， 
これらに 限定し ない。）。 

固定 キーが 有効な とき， 修飾 キー を 1 回 押下して 放す と， その キー は ラッチ （あたかも 継続して 押下 
されて いるよう になる。） されなければ ならない。 その 次に 押下され た （一つの） 修飾 キーで はない キ 
一 （又は 次の ボイ ン ティ ングデ バイ ス ボタンの 操作） は， ラ ツチされ た 修飾 キーに よって 修飾され る。 

注記 6 複^の 修飾 キー を 同時に ラッチで きる。 
コンピュータ は， キーが ラッチ された 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る ことが 望ましい。 
視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 
化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 

注記 7 視覚への フィ 一 ド バックに は， 押下され た キーの 画面 表示な どが 含まれる。 
コンピュータ は， キーが ラッチ された 場合に， 聴覚への フィードバック を 提供す る ことが 望ましい。 
聴覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 聴覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 
化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 

注記 8 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 

例 2 キーが ラッチ された 場合 は， 低音から 高音へ 変化す る 音と している （ISO 9241-171:2008 の附 
属書 E 参照)。 

ラッチ 状態に ある 場合， 修飾 キーで はない キー （又は ポインティング デバイスの ボタン） が 押下され 
ると， その キー は 修飾され， 修飾 キーの ラッチ 状態 は 解除され なければ ならない。 
固定 キーが 有効のと き， 修飾 キー を 続けて 1 回 押下す ると， その キー は 口 ック されなければ ならない。 
修飾 キーに よって 変化 を 与えられる 全ての 後続の 修飾 キー 以外の キー 押下， ポ イン ティ ング デバイス 
操作 及び いかなる ソフト ゥヱァ 操作 も， ロック された 修飾 キ一 によって 修飾 される。 

注記 9 いかなる 組合せの 複数の 修飾 キー も， 同時に ロッ ク 又は ラッチが 可能で ある。 
コンピュータ は， キーが ロック 又は ロック 解除され た 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ましい。 視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無効 
化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 

注記 10 視覚への フィードバックに は， 押下され た キーの 画面 表示な どが 含まれる。 
コンピュータ は， キーが ロック 又は ロック 解除され た 場合に， 聴覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ましい。 聴覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 聴覚への フィードバック を 無効 
化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で なければ ならない。 

注記 11 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 

例 3 キーが ロック された 場合 は 高音， キーが ロック 解除され た 場合 は 低音 を 発する （ISO 
9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 
修飾 キーが 口 ッ ク 状態に あるときに 1 回 押下され る と， その キーの ロッ ク 状態 は 解除され なければ な 
ら ない。 



著作権法 により 無断での 櫬 lElt 等 は 禁止され ております, 
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5.2,2 スロー キー 

コンピュータが スロー キー を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及 び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) スロー キーの 省略時 設定 は， 無効で なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から スロー キー を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ 
ならない。 

注記 1 ：4:10 逢き & 照 p__ 
C) 右 Sh ば t キー を 8 秒 間 押下す る ことで， ス ローキーの 有効 又は 無効の 切替え を 利用者が でき るよう にし 
なければ ならない。 この 機能 を 有効 又は 無効と する 前に， コンピュータ は 利用者に 確認 を 可能に しな 
ければ な ら ない。 この 対話 ウィンドウ は， ァクセ シビリ ティ 設定 モ 一 ド を 開 く 選択肢 も 提供 し な けれ 
ばなら ない。 

d) 利用者 は， 右 Shift キー を 8 秒 間 押下した 後に 現れる 確認 対話 ウイ ン ドウが 現れない よう に （又は 再び 
現れる ように） できなければ ならない。 確認 対話 ウィンドウ は， 省略時 は 有効で なければ ならない。 
無効 化 さ れた 場合， スロー キー は 右 Shift キー を 8 秒 間 押下 し た 後， 対話 ウィン ド ゥ が 開かれる ことな 
し に 有効 又は 無効に 切 り 替わ る 。 

e) 利用者 は， スロー キー を 有効 又は 無効に する ための キーボード ショート カツ ト （お Shift キー を 8 秒 間 
押下す る こと） を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望まし 
い。 

f) "スロー キー オン" と究 話す る ことによって， 利用者が スロー キー を 有効に できる ようにす る こと 
が 望ましい。 "スロー キー オフ" と 発話す る ことによって， 利用者が スロー キー を 無効に できる よう 
にす る こ と 力 S 望ましい。 

注記 2 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利用者が "コンピュータ 
..." のよう な キーワードから 始める ことによって， 開始され る。 

g) コンピュータ は， スロー キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ましい。 視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無効 
化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 

注記 3 視覚への フィードバック は， スロー キーが 有効で あるときに， 状態 指標 を 表示す る こと を 
含む。 

h) コンピュータ は， キーボード ショートカット によって スロー キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 聴 
覚 への フィ 一 ド バック を 提供す る ことが 望ましい。 聴覚への フィ 一 ドバッ クが 可能な 場合 は， 利用者 
は 聴覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある こ 
とが 望ま しい。 

注記 4 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 
例 1 キー ボー ド ショー ト カツ 卜に よって スロー キーが 有効と なった 場合， 意図し ない Shift キーの 
押下 継続 を 避ける ため に 5 秒 後 に 2 回 ビープ 音 を 発し， 8 秒 後 に スロー キー が 有効 となった 
こ と を 示す ために 低音から 高音へ 変化す る 音 を 発する。 キーボード ショート カツ ト によって 
スロー キーが 無効と なった 場合 は， 高音から 低音へ 変化す る 音 を 発する （ISO 9241-171:2008 
の 附属 書 E 参照）。 

り スロー キー は， コンピュータ の 再起動 時に は 無効に な ら な ければ な ら ない。 

注記 5 スロー キー は， 起動時に 無効と してお く。 キーボードが 壊れて いるよう に 見える からで あ 

る。 



著作権法に よ り 無断での W!， |git» は 禁止され て お り ま す。 
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j) スロー キーが 有効な とき， キーが スロー キー 受理 時間 を 超えて 押下され ていない 限り， いかなる キー 

押下 も 受け付けて はならない。 
k) 最初に キーが 押下され たと き （スロー キー 受理 時間の 開始 時点に おいて） 及び キー 押下が 受理され た 

とき （スロー キー 受理 時間が 経過した 後)， 聴覚への フィードバックが 提供され る ことが 望ましい。 利 

用 者 は， 聴覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できる ことが 望ましい。 省略時 は 有効で 

ある ことが 望ましい。 

注記 6 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 
例 2 最初に キーが 押下され た ときの ず告は 高い 音， キーの 押下が 受理され た ときの 警告 は 低い 音 
を 発する （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 
1) コンピュータ は， 利用者が， 省略時 は 0.75 秒の スロー キー 受理 時間 を 最低 0.5〜2.0 秒の 範囲で 調節で 

きる ようにし なければ ならない。 
5.2.3 バウ ン スキー 

コンピュータが バウ ン スキー を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) バウ ン スキーの 省略時 設定 は， 無効で なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から バウ ン スキー を 有効 又は 無効に できる ようにし なけれ 
ばなら ない。 

注記 1 4,10C^)jifB2#l,.. 
C) 右 Shift キー を 8 秒 間 押下す る こ とで， バウ ン スキーの 有効 又は 無効の 切替え を 利用者が でき るよう に 
し な ければ な ら ない。 こ の 機能 を 有効 又は 無効 とする 前に， コンピュータ は 利用者に 確認 を 可能 と す 
る ことが 望ましい。 この 対話 ウィンドウ は， ァクセ シビリ ティ 設定 モード を 開く 選択肢 も 提供し なけ 
れ ばなら ない。 

注記 2 スロー キーの ショート カツ ト 及び バウ ン スキーの ショート カツ トが 両方と も 有効で ある 場 
合， Shift キー を 8 秒 間 押下す る ことで 両方が 起動して しまう。 両方が 起動した 場合， その 
本質 上， 通常 は スロー キーが 機能す る。 バウ ン スキーの 機能 だけ を 望むなら， システム 設 
定で スロー キーの ショート カツ トを 無効に する。 

d) 利用者 は， 右 Shdft キー を 8 秒 間 押下した 後に 現れる 確認 対話 ウイ ン ドウが 現れない ように （又は 再び 
現れる よう に） できなければ ならない。 確認 対話 ウィン ドウ は， 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 
無効 化された 場合， バウ ン スキー は 右 Shift キー を 8 秒 間 押下した 後， 対話 ウィン ドウが 開かれる こと 
な し に 有効 又は 無効に 切 り 替わる。 

e) 利用者 は， バウ ン スキー を 有効 又は 無効に する ための キーボード ショートカット （右 Shift キー を 8 
秒 間 押下す る こと） を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 無効で ある ことが 望 
ましい。 

f) "バウ ン スキー オン" と 発話す る ことによって， 利用者が バウ ン スキー を 有効に できる ようにす る 
ことが 望ましい。 "バウ ン スキー オフ" と 発話す る ことによって， 利用者が バウ ン スキー を 無効に で 
きる ようにす る ことが 望ましい。 

注記 3 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利用者が "コンピュータ 
..." のよう な キーワードから 始める ことによって， 開始され る。 

g) コンピュータ は， バウ ン スキーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る 
ことが 望ましい。 視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無 
効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 



著作 機 8?*；： よ り IBW での 複疆, 瓤 « 等 は 禁止され てお り ます。 
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注記 4 視覚への フィードバック は， バウ ン スキーが 有効で あるときに， 状態 指標 を 表示す る こと 

を 含む。 

h) コンピュータ は， キーボード ショート カツ 卜に よって バウ ン スキーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 
聴覚への フィ 一 ドバッ ク を 提供す る ことが 望ましい。 聴覚への フィ 一 ド バックが 可能な 場合 は， 利用 
者 は 聴覚への フィードバック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある 
こ とが 望ま しい。 

注記 5 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 
例 キーボード ショートカット によって バウ ン スキー が 有効 となった 場合， 意図し ない Shift キーの 
押下 継続 を 避ける ために 5 秒 後に 2 回 ビープ 音 を 発し， 8 秒 後に バウ ン スキーが 有効と なった 
こ と を 示す ために 低音から 高音へ 変化す る 音 を 発する。 キー ポー ド ショート カツ ト によって バ 
ゥン スキーが 無効と なった 場合 は， 高音から 低音へ 変化す る 音 を 発する。 

i) 利用者 設定の 受理 拒否 時間が 0.35 秒 を 超える 場合 は， バウ ン スキー は コンピュータの 再起動 時には 無 
効に ならなければ ならない。 

注記 6 受理 拒否 時間の 長い バウ ン スキー は， 起動時に 無効と してお く。 キーボード 力 や 壊れて いる 
よ う に 見える からで ある。 

j) バウ ン スキーが 有効な とき， 同じ キーの いかなる 追加 押下 も， キー 押下の 時間 間隔が バウ ン スキー 受 
理 拒否 時間よ り 短い 場合 は 無視 さ れな ければ な ら ない。 

注記 7 利用者 は， 通常 どおり 最大の 速さで 打鍵す る ことができる。 いかなる キーの 多重 押下 も 無 
視 される。 同じ 行に 二つ 同じ 文字 を 打ちたい 場合 は， 利用者 はた だ キー を 押下す る 間の 短 
い 時間 （受理 拒否 時間より 長い 時間） 待てば よい。 
k) 同じ キーの 素早い 繰返しが 理由で キー 押下が 無視され た 場合， コンピュータ は 聴覚への フィー ドバッ 
クを 提供す る ことが 望ましい。 聴覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 聴覚への フィー 
ド バック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 
注記 8 同じ キーの 素早い 繰返しが 理由で キー 押下 カ憮視 された こと を 利用者に 警告す る 場合 は， 
高い 音 を 発する。 

1) コンピュータ は， 利用者が， 省略時 は 0.5 秒の バウ ン スキー 遅延 時間 を 最低 0.2〜1.0 秒の 範囲で 調節 

できる よう にしなければ ならない。 
5.2.4 フィルタ キー 

コンピュータが フィルタ キー を 実装して いる 場合， 次に 掲げる 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 
フィルタ キー は， スロー キーと バウ ン スキーとの 組合せと して 実装され なければ ならない。 スロー キー 
(5.2.2) 及び バウ ン スキー （5. 2 .3) で 規定す る 全ての 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 
5.2.5 マウス キー 

コンピュータが マウス キー を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 

注記 1 マウス キー は， コンピュータが 数字 キー パッ ドを もっている 場合に だけ 動作す る。 ただし， 
コンピュータ は， 別の キーで な 字 キーパッド を 模擬で きる キーボード を もっている 力、， 分 
離した キー パッ ド を 接続で き ろ ナ U 合が あ る 。 

a) マウス キーの 省略時 設定 は， 無効で ある ことが 望ましい。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から マウス キー を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ 
ならない。 

注記 2 4.10 の 注記 2 参照。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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c) 
d) 
e) 
f) 

g) 
h) 



i) 
j) 



左 Shift— 左 Alt — NumLock の キー 組合せで， マウス キーの 有効 又は 無効の 切替え を 利用者が 設定で き 
る ことが 望ましい （切替 式)。 

Alt キー を 連続して 5 回 押下す る ことで マウス キーの 有効 又は 無効の 切替え を 利用者が 設定で きる こ 
とが 望ましい （切替 式)。 

利用者 は， マウス キー を 有効 又は 無効に する ための キーボード ショートカット （左 Shift — 左 Alt — 
NumLock) を 無効 化 （及び 再 有効 化） できる ことが 望ましい。 省略時 は 有効が 望ましい。 

"マウス キー オン" と 発話す る ことによって， 利用者が マウス キー を 有効に できる ようにす る こと 
が 望ましい。" マウス キー オフ" と 発話す る ことによって， 利用者が マウス キー を 無効に できる よう 
にす る こ とが 望ま しい。 

注記 3 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利用者が" コンピュータ 
..." のよう な キーワードから 始める ことによって， 開始され る。 
マウス キーが 有効な 場合， NumLock キー は， マウス キー 操作と， 数字 キーパッドの 標準 的 モード （数 
字 入力 又は キー ナビ ゲーシ ヨンの いずれ か） と を 切り替える ことが 望ま しい。 

コンピュータ は， 利用者が， NumLock が 有効 又は 無効い ずれ かの ときに マウス キ 一を 起動す るの か を 
選べ るよう にす る こと が 望ま しい。 初期設定 では， NumLock が 有効な と き が マ ウス キ 一起 動で あ る こ 
とが 望ま しい。 

注記 4 NumLock が 有効な 状態で マ ウス キ 一 を 起動す る 場合， NumLock キー は， マウス ポインタ 
ナビ ゲーシ ヨン （マウス キー） と キー ナビ ゲーシ ヨンと を 切り替える。 NumLock が 無効な 
状態で マウス キー を 起動す る 場合， マウス ポインタ ナビ ゲーシ ヨン （マウス キ一） と 数値 
入力と を 切り替える。 

コンピュータ は， マウス キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 視覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ま しい。 利用者 は， 視覚への フィ 一 ド バック を 無効 化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 
省略時 は 有効で あ る ことが 望ましい。 

注記 5 視覚への フィードバック は， マウス キーが 有効 どなった 場合の 状態 表示， 押下され た キー 

の 画面 表示な どが 含まれる。 
コンピュータ は， マウス キーが 有効 又は 無効と なった 場合に， 聴覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ましい。 聴覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 聴覚への フィードバック を 無効 
化 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で なければ ならない。 

注記 6 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 マウス キー 

が 有効と なった こと を 示す ために， 低音から 高音へ 変化す る 音 を 発する。 マウス キーが 無 

効と なった 場合 は， 高音から 低音へ 変化す る 音 を 発する （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 

参照)。 

マウス キーが 有効で あり， キーの 押下が 開放され た 場合 は， 表 1 に 示す 数字 キーパッド によって， マ 
ウス ポインタが 1 ピクセル 動かなければ ならない。 キーの 押下が 継続され た 場合 は， ピクセルの ステ 
ップカ 《緑り 返し 増加し なければ ならない （繰返し は 省略時 設定で 0.5 秒 ごと）。 移動の 方向 は， 表 1 の 




著作 麵按 により JBW での 塞11 [等 は 禁止され てお ります。 
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表 1 一 マウス キーに おける マウス ポインタの 動き 



数字 キー パッ ド 


マウス ボイ ンタの 動き 


1 


左下へ 


2 


下へ 




右下へ 


4 


左へ 


6 


右へ 




左上へ 


8 


上へ 


9 


右上へ 



I) マウス キーが 有効であって， Ctrl キーが 押下され た 場合， 表 1 に 示された キー は， 1 ピクセル ではな 
く 20 ピクセルの ジャンプ を 起こす ことが 望ましい。 既に 加速 中の 場合 は， 通常の ステップの 20 倍と 
なるこ とが 望ま しい。 

m) マウス キーが 有効であって， Shift キーが 押下され た 場合， 表 1 に 示された キー は， どんなに キーが 長 
く 押下され ていても， 加速す る ことなく 一定の 動き を 続ける （毎回 1 ピクセル） ことが 望ましい。 

II) コンピュータ は， 利用者が 数字 キーパッド を 押下 するとき に， 次の パラメタ を 調節で きる ようにし な 
ければ ならない： 繰返し 頻度 （秒)， 加速 率， 最大 マウス ポインタ 速度 （キー を 長時間 押下し 続けた 場 
合に 最大 1 ス テツ プ 当たり 何 ピクセル となる 力り。 

0) マウス キーが 有効な 場合， 表 2 に 示す 数字 キーパッド （数字 キーパッドで 可能であれば） は， 操作の 
対象と する マウス ボタン を 選択で きる ことが 望ましい。 表 3 に 示す 数字 キーパッド は， 表 2 及び 表 3 
で 規定す ると おり マウス ボタン を 操作で き な け れ ばな ら ない。 



表 2 — マウス キ 一一 操作すべき マウス ボタンの 選択 



数字 キー パッ ド 


マウス ボタン 選択 




表 3 に 示す キ 一 操作 対象 として 左 マウス ボタン を 選択 




• 中央 マウス ボタンが ある システムの 場合 ： 表 3 に 
示す キー 操作 対象と して 中央 マウス ボタン を 選択 

• 中央 マウス ポタンがない システムの 場合 ： 表 3 に 
示す キ 一 操作 対象 と し て 左右 両方の マ ウス ボタ ン 
を 選択 




表 3 に 示す キー 操作 対象と して 右 マウス ボタン を 選択 


表 3 — マウス キ 一一 選択され た マウス ボタンに よる 操作 


'ェ 

ヽ 

1 か 


選択 された マウス ボ タンに よる 操作 


5 


選択され た マウス ボタン をクリ ッ ク 


+ 


選択され た マウス ボタン をダ ブルク リ ッ ク 




選択され た マウス ボタン を 押下して ロック 





選択され た マウ ス ポタン を 口 ッ ク 解除 



P) マウス キーが 有効な 場合， 表 2 に 示す 数字 キーパッド 上の キーが まだ 押下され ていない とき， 数字 キ 
ーパッ ドの "5" の 押下 は， 左 マウス ボタンの 操作と なり， "5" 及び Ctrl, 又は "5" 及び Tab キーの 
組合せ は， 右 マウス ボタンの 操作と なること が 望ま しい。 



督作襦 it に よ り mm-T^wm lawm 禁止 されて お り ま す: 
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q) コンピュータ は， 現在 選択され ている マウス ボタンに ついて， 視覚への フィードバック を 提供す る こ 
とが 望ましい。 視覚への フィードバックが 可能な 場合 は， 利用者 は， 視覚への フィードバック を 無効 
ィ匕 （及び 再 有効 化） できなければ ならない。 省略時 は 有効で ある ことが 望ましい。 

注記 7 視覚への フ ィ 一 ド バック は， 選択され た マウス ボタンの 画面 表示な どが 含まれる。 
5.2.6 リピ一 トキ一 

コンピュータが リピート キー を 実装して いる 場合， 次に 掲げる 要求 事項 及 び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) リピート キーの 省略時 設定 は， 無効で ある ことが 望ましい。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から リピート キー を 有効 又は 無効に できる ようにし なけれ 
ばなら ない。 

注記 り 達， さえ 参 Ik. 

C) コンピュータ は， 利用者が， 釅 返し 開始 遅延 時間 を 2 秒 を 下回らない 範囲 内で 調節で きる ようにし な 
ければ ならない。 

d) コンピュータ は， 利用者が， 繰返し 間隔 時間 を 2 秒 を 下回らない 範囲 内で 調節で きる ようにし なけれ 

ばなら ない。 
5.2.7 切替え キー 

コンピュータ が 切 替え キー を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要 求 事項 及 び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) 切替え キーの 省略時 設定 は， 無効で ある こ とが 望ま しい。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から 切替え キー を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ 
ならない。 

注記 法， 参] Ik. 

C) 切替え キーが 有効の 場合， 2 状態 交互 切替え （toggle) キーが ロック 又は ロック 解除され た 場合， 聴覚 
への フィー ドバッ クが 提供され る ことが 望ましい。 
例 2 状態 交互 切替え （toggle) キーが ロック された 場合 は 高音， ロック 解除され た 場合 は 低音 を 発 
する （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 参照）。 
5.2.8 サウンド 表示 

コンピュータ がサ ゥンド 表示 を 実装して いる 場合， 次 に掲 げ る 要求 事項 及び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) サウンド 表示の 省略時 設定 は， 無効で ある ことが 望ましい。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から サウンド 表示 を 有効 又は 無効に できる ようにし なけれ 
ばなら ない。 

注記 1 _441(5_ 法 記丄き 照-。—.， 
C) サウンド 表示が 有効の 場合， コンピュータが 音 を 発した とき は， 視覚への フィードバックが 提供され 
る こ とが 望ましい。 

注記 2 視覚への フ イード バック の 形式 ： 画面 上の アイコンの フラッシュ， 画面 全体の フラッシュ， 
ウィン ドウ 枠の フ ラッシ ュ 及び デス ク トツ プの フラッシュ （ISO 9241-171:2008 の 附属 書 E 

参照)。 

d) コンピュータ は， 利用者が， 視覚への フィードバックの 形式 を 選べる ようにし なければ ならない。 
5.2.9 サウンド 解説 

コンピュータ がサ ゥ ン ド 解説 を 実装 している 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及 び 推奨 事項 を 適用す る。 
a) サゥン ド 解説の 省略時 設定 は， 無効で ある こ と が 望ま しい。 

1)) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から サウンド 解説 を 有効 又は 無効に できる ようにし なけれ 

著作 棚 法に よ り 《re の 1W, 鼈 載 等 は頻止 さ れ てお り ま す。 



16 

X 8341-7 ： 2011 (ISO/IEC 24786 ： 2009) 

ばなら ない。 

注記 り 法. 胃お. 参. 1,.. 
C) コンピュータ は， アプリ ケ ーショ ンがサ ゥ ン ド 解説の 設定 を 読め るよう にしな ければ な ら ない。 

5.2.10 一定 時間 後 無効 機能 

コンピュータ がー 定時 間 後 無効 機能 を 実装して いる 場合， 次 に 掲 げ る 要求 事項 及 び 推奨 事項 を 適用す る。 

a) 一定 時間 後 無効 機能の 省略時 設定 は， 無効で あ る こと が 望ま しい。 

b) コンピュータ は， 利用者が， システム 設定から 一定 時間 後 無効 機能 を 有効 又は 無効に できる ようにし 
なければ ならない。 

注記 1 も! 逢 E 2 

C) 一定 時間 後 無効 機能が 有効な 場合， キーボード 及び マウスの 操作がない 一定 時間が 経過した 後， 次の 

機能が 自動的に 停止し なければ ならない： 固定 キー， スロー キー， バウ ン スキー， フィルタ キー， マ 
ウス キー， リピート キー， 切替え キー， サウンド 表示 及び サウンド 解説。 

d) コンピュータ は， 利用者が， € 能力 《停止す るまでの 時間 を 30 分 を 下回らない 範囲 内で 調節で きる よう 

に し な ければ な ら ない。 P: 能力 《停止す る ま での 時間 は， 省略時 は 10 分で ある ことが 望ましい。 

注記 2 一定 時間 後 無効 1；^^ 能 は， 公共 又は 共同 利用の コンピュータでの 使用が 典型 例で ある。 一定 
時間 後 無効 機能が ァク セ シビリ ティ も 能 を 停止す ると き， 利用者に 通知す ると かえって 迷 
惑 及び 困惑 を 与 え る 可能性が あるた め， 利用 者への 通知 はしない。 
5.2.11 画面 キーボード 

コンピュータが 画面 キー ボー ドの 機能 を もっている 場合， 次の こ とがで き るよう にす る。 

a) コンピュータ は， 利用者が， 画面 キーボード を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， 自動 キー 走査 を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ ならない。 

； おら 弋ニ患 奪め… 墨お！: をき 二 2: (謹き 画 厘？: 二 二 fi; りき 二! ^列. c^ftt に皇 数き 3 に提塑 
あ-お——— こ—— 9: 機 育 i き — f'J_ 稷 _t さ —し… き 用 者せ- ，-… i おでが 墨 II レ な- ヒ 
き-に 合! l-ffl えば，———— すた ィ—— ヒテ丄 —ンタ —f ン- で' 丄 ろ-か ギ^ 

S ェ L^_<??AJt に 麼. らおん…； PHI (も 湧 i お-. 厘 面き 二 it ^二]^ よ P 遷 レなヒ 
± 二 がま 置きす ^丄ン_ テ丄 _ン_ 艺ぞ ノ丄丄 ろ. で' 指. レ it;._ と —力-巧: き 力よ _ぃ_ 場合-に 有 で！?^^ 

5.2.12 音声 操作 

コンピュータ が 音声 操作の 機能 を もっている 場合， 次の 設定が で き な ければ な ら ない。 

a) コンピュータ は， 利用者が， 音声 操作 を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， マイクロ ホンの 感度 を 調節で きる ようにし なければ ならない。 
C) コンピュータ は， 利用者が， 音声 命令の 開始の 合図 を 選択で きる ようにし なければ ならない。 

注記 音声 命令の 開始の 合図と は， キーワード （"コンピュータ" など）， 利用者が 定義した ショー 
ト カツ トキ 一な ど を 含む。 
5.2.13 視覚 情報の 調節 

コンピュータ が 視覚 情お えの 調節の 機能 を もっている 場合， 次の ことができる ようにす る。 

a) コンピュータ は， 利用者が， 画面 拡大 を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， 画面 拡大率 を 調節で きる ようにし なければ ならない。 

C) コンピュータ は， 利用者が， ポインティング デバイスの 動きに 対する 色々 な 画面の 動き を 選択で きる 

ようにし なければ ならない。 
d) コンピュータ は， 利用者が， 画面の 色調 を 反転で きる ようにし なければ ならない。 



著作権法 により 無断での *«, 鹹職等 は 蒙 止されて お ります。 
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コンピュータ は， 利用者が， グレー スケール， 高 コントラスト 又は 白黒 画面 を 選択で きる ようにし な 
ければ ならない。 

コンピュータ は， 利用者が， 画面の コントラスト を 調節で きる ようにし なければ ならない。 
"オペレーティングシステムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" 一Alt — Ctrl— "*" キーの 組 

合せ を 押下す る ことによって， 色調 反転 を 有効 又は 無効に できる ことが 望ましい。 
"オペレーティングシステムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" 一Alt— キーの 組合せ 

を 押下す る ことによって， それぞれ 画面 拡大 を 有効 又は 無効に できる こ とが 望ましい。 
"オペレーティングシステムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" 一Alt— "+" 又は "-" キー 

の 組合せ を 押下す る ことによって， そ れぞれ 画面 を 拡大 又 は 縮小で きる ことが 望ましい。 

コンピュータ は， 利用者が， h) 及び i) で 規定した 画面 拡大の 制御の ショート カツ トを 受け付ける こ 

と を 有効 又は 無効に できる よう にす る ことが 望ま しい。 

"オペレーティングシステムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" —Alt — Ctrl— "ノ， 又は "ノ， 
キーの 組合せ を 押下す る こ と によって， それぞれ 画面の コン トラスト を 増加 又は 減少で きる こ とが 望 
ま しい。 

Alt- Shift -PrintScreen キーの 組合せ を 押下す る こ とに よって， 高コン ト ラス トモ 一 ドを 有効 又は 無効 

にで きる ことが 望ましい。 

) コンピュータ は， 利用者が， 及び 1) で 規定した 画面 コントラストの 制御の ショートカット を 受け 
付ける こ と を 有効 又は 無効に でき るよう にす る こ とが 望ましい。 

コンピュータ は， 利用者が， 前面 色 （例えば 文字の 色） 及び 背景 色の 組合せ を 選択で きる ようにす る 
こ とが 望ま しい。 

"反転 オン" 又は "反転 オフ" と 発話す る ことによって， 色調 反転 を 有効 又は 無効に できる こと 
が 望ましい。 

"ズーム オン" 又は "ズーム オフ" と 発話す る ことによって， 画面 拡大 を 有効 又は 無効に できる 
ことが 望ましい。 

"ズーム イン" 又は "ズーム アウト" と 発話す る ことによって， 画面 を 拡大 又は 縮小で きる こと 

が 望ましい。 

"コントラスト オン" 又は" コントラスト オフ，， と 発話す る ことによって， 高 コントラスト モー 
ドを 有効 又は 無効に できる こ とが 望ましい。 

"コントラスト アップ" 又は" コントラスト ダウン" と 発話す る ことによって， コントラスト を 
増加 又は 減少で きる こ とが 望ましい。 

注記 1 C) において， 色々 な 画面の 動きと は， "ポインタと 一緒に スクロール する"， "ポインタが 

画面の 端に 来た と き だ け スクロール する" な どで あ る 。 
注記 2 Alt キー は， Option キーと も 呼ばれる ことがある。 "オペレーティングシステムに 特化した 
コマンド を 起動す るた めの キー" の 名前 は， Windows システム において は "ウィン ドウズ 
口 ゴ" ， Apple Macintosh シ ス テムに おいて は "コマンド" という。 修飾 キーの 名称 は， ォ 
ペレ 一 ティ ング システム によって異なる。 
注記 3 g) 〜り において， "*"， "+" 及び "-" は， 別の キーに 置き換える ことができる。 例えば， 

"十" は "パ， に， は "8" に 置き換え 可能で ある。 
注記 4 1) について， キーボード によって は PrintScreen キーがない もの も ある。 
注記 5 0) から S) まで は 音声 操作で ある。 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音 



著作 iitt に ± り 無|>^での*調， 転;| も 等 は ih さ れて お り ま す。 
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声 命令 は， 利用者 力 《"コンピュータ..." のよう な キーワードから 始める ことによって， 開 
始 される。 
5.2.14 画面 読み上げ 機構 

コンピュータ が 画面 読み上げの 機能 を もっている 場合， 次の こと をで きる ようにす る。 

a) コンピュータ は， 利用者が， 画面 読み上げ 機構 を 有効 又は 無効に できる ようにし なければ ならない。 

b) コンピュータ は， 利用者が， 色々 な 音声の 種類 を 選択で きる ようにし なければ ならない。 
C) コンピュータ は， 利用者が， 読み上げ 速度 を 調節で きる ようにし なければ ならない。 

d) "オペ レー ティ ング システムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" 一 F5 キーの 組合せ を 押下す 
る ことによって， 画面 読み上げ 概構を 有効 又は 無効に でき る ことが 望ましい。 

e) コンピュータ は， 利用者が， d) で 規定した 画面 読み上げの 制御の ショート カツ トを 受け付ける こと を 
有効 又は 無効に できる よう にす る ことが 望ま しい。 

f) "読み上げ オン" 又は" 読み上げ オフ" と 発話す る ことによって， 画面 読み上げ 欄冓を 有効 又は 
無効に できる ことが 望ま しい。 

注記 1 b) において， 色々 な 音声の 種類と は， 男性の 声， 女性の 声， 高い ピッチ， 低い ピッチな ど 
である。 

注記 2 (1) において， オペ レー ティ ング システムに 特化した コ マン ドを 起動す るた めの キーの 名前 
は ， Windows シ ス テムに おいて は "ウイ ン ド ゥズロ ゴ" ， Apple Macintosh システム に お レ ） 
て は "コマンド" という。 修飾 キーの 名称 は， オペ レー ティ ング システム によって異なる。 
注記 3 f) は 音声 操作で ある。 発話の 言葉 は， 各国の 自然言語に 置き換えて よい。 音声 命令 は， 利 
用 者が" コンピュータ..." のよう な キーワードから 始める ことによって， 開始され る。 
5.2.15 聴覚への フィードバック 

コンピュータが 聴覚への フィードバックの 機能 を もっている 場合， コンピュータ は， 利用者が， 聴覚へ 
の フィー ド バック を 有効 又は 無効に できる よう にしなければ ならない。 

注記 聴覚への フィードバック として は， ビープ 音， クリック 音な どが 利用され る。 
5.2.16 視覚への フィードバック 

コンピュータが 視覚への フィードバックの 概能を もっている 場合， コンピュータ は， 利用者が， 視覚へ 
の フィードバック を 有効 又は 無効に できる ようにし な け れ ば ならない。 
5.3 ァクセ シビリ ティ 機能へ アクセス する ための ショー 卜 カツ 卜 

ァクセ シビリ ティ 機能へ アクセス する ための ショート カツ ト に 対す る 要求 事項 は， 次のと おりで ある。 

a) ァクセ シ ピリ ティ 機能が シ ョ一ト カツ ト によ つて 有効 となつ た 場合， コンピュータ は， ァ クセシ ブル 
な 方法で 利用者に ァクセ シビリ ティ 機能が 有効 となった こと を 通知 し な ければ な ら ない。 

b) アプリケーション ソフトウェア は， 5.1 及び 5.2 で 規定して いる ショー ト カット を 他の 目的で 使用して 
はならない。 



著作 權 法に よ リ 齄 癒での ««, ぉ載^¥は51止 さ れて お り ま す。 
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高齢者 。 障害者 等 配慮 設計 指針 一 
情報通信 における 機器， ソフトウェア 及び サービス— 
第 7 部： ァクセ シビリ ティ 設定 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定' 記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 制定の 趣旨 

今日の 情幸艮 機器 （主に コンピュータ） に は， ユーザが アクセスに 困難 を もつ 場合 （例えば， 画面が 見え 
ない 場合， キーボード 及び マウスが 使えない 場合な ど） にも 操作で きる ように， "ァ クセ シビリ ティ 機能" 

と 呼ばれる 操作 支援 f 【ま 、きを もっている。 それらの t: に i]g は， 例えば JIS X 8341-2 及び ISO 9241-171:2008 の 

規格に よって 規定され ている。 しかし， ァクセ シビリ ティ 機能 は， それらの 機能 を 必要と しない 場合 はか 
えって 操作の 妨げになる ため， 通常の 状態で は "無効" に 設定され ている。 ァクセ シビリ ティ 橘 能 は 通常， 
"ァ クセシ ピリ ティ 設定" と 呼ばれる 操作 対象 を 通して， これら を "有効" に 設定したり， 必要な 調節 を 
したりす る こと によって 初めて 機能す るよ うになる。 

この こと は， "ァ クセシ ピリ ティ 設定" そのもの は， 基本的に ァ クセシ ブルで はない こ と を 意味して いる。 
実際， これまでの 情報機器の ァクセ シビリ ティ 設定の ユーザインタフェース は， ァクセ シビリ ティに つい 
て は 十分 考慮され ていない 場合が 多い。 したがって， ユーザが アクセスに 困難 を もつ 場合 は， 支援者に よ 
つて 設定 • 調節され る 必要が あり， 支援者の 手 を 借りず 自力で 情報機器 を 操作す る こ と は 困難であった。 
この ことによって， 従来は， 使用す る 度に 設定 • 調節 し な ければ な ら ない 公共の 情報 端末 を 使用す る 場合， 
ユーザが 進行 性の 情報 障害 （例えば， 視力が 徐々 に 低下す る 視覚 障害） を もち， 頻繁な 設定 • 調節が 必要 
な 場合， 及び 情報機器 カ嗰 人情 報 を 取り扱う ため， 他の 支援者に 操作され たくない 場合に， 問題が 生じて 
いた。 この 問題 を 解決す るた めに は， "ァ クセシ ピリ ティ 設定" そのもの をァ クセシ ブルに して， ユーザが 
アクセスに 困難 を もつ 場合 も， ァクセ シビリ ティ 設定 を 自力で 操作で きる よう にす る ことが 必要と なる。 

このような 背景から， ァクセ シビリ ティ 設定の ユーザ ィ ン夕 フェース をァ クセシ ブルに する ための 標準 
的 方法 を 規格化す る ことと なった。 

また， ァクセ シビリ ティ 設定 に お け る 各 設定 項 目 の 操作 方法， 及 び 設定 範囲 も 従来 標準化 されて いなか 
つたこと から， 今回の 規格化で 規定す る ことと した。 

2 制定の 経緯 

この 規格 は， 当初から 国際規格 として 制定す るよう に 作業 を 進めて きた。 その 主な 理由 は， この 規格の 
適用 範囲で ある 情報機器 （主に コンピュータ） の オペ レー ティ ング システムの 開発の 主体が 海外に あるた 
めで ある。 ISO/1EC/JTC 1/SC 35 (ユーザ イン 夕 フェース） /WG 6 (ユーザインタフェース ァ クセシ ビリテ 
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ィ） 日本国内 委員会で は， 2004 年から， ァクセ シビリ ティ 設定の ユーザ イン タフ ヱ 一 スをァ クセシ ブルに 
する ための 標準 的 方法の 検討 を 開始した。 そして， 2004 年 11 月に， 我が国から ISO/IEC/JTC 1/SC 35 国 
際 委員会へ この 規格の 趣旨 説明 を 行い， 約 1 年間の NP 案 作成の 後， 我が国 からこの 規格 を 国際 提案し， 
2006 年 2 月に NP 採択され た。 その後， 約 3 年間に わたる 審議の 末， 2009 年 8 月に FDIS 投票が 可決し， 
ISO/IEC 24786:2009 (. Information technology 一 User interfaces ― Accessible user interface for accessibility 
settings) を 発行す るに 至った。 こ の 規格 作成 は ， 経済 産業 省 社会 ニー ズ 対応 型 基準 創 成 調査 研究 事業 "高 
齢 者 及び 障害者の 公共 端末 及び PC への 対応に 寄与す る 規格 開発" （2006〜2008 年度) ， ISO/IEC/JTC 1/SC 
35/WGs 国内 事務局で ある 社団法人 ビジネス 概械 • 情報 システム 産業 協会， 及び 独立 行政法 人 産業 技術 総 
合 研究所 工業 標準 部の 支援 を 受けて 実施され たもので ある。 規格 作成に 当たり， 国内 及び 国外の 情報産業 
業界団体 と の 情報 交換， 及び 米国 における ァ クセシ ビ リ テ ィ の 中心的 存在で あ るゥ イス コンシ ン 大学 ト レ 
ース センターの 協力 を 得る ことができた。 

国内に おいても， オープン ソース を 始めと して， 少なからず オペ レー ティ ング システムの 開発が 行われ 
ている ため， 国に ミ 規格 だけで はなく 国内 規格 も 制定す る ことと なった。 この 規格 は， ISO/1EC 24786:2009 
を 基に， 技術的 内容 及び 構成 を 変更す る ことなく 作成 し た 日本工業規格 である。 こ の 規格の 作成に 当た つ 
て は， FDIS 投票 可決が ほぼ 確実と なった 2009 年 2 月から 準備 を 開始し， 財団法人 日本規格協会， 社団 法 
人 ビジネス も;: 喊 • 情報 システム 産業 協会 及び 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所の 共同で 作成した。 

この 規格の 作成の ために， 原案 作成 委員会 を 3 回， 分科会 を 3 回 開催した。 また， E-mail による 議論 も 
行った。 また， 同じ 時期に 進められ ていた: ISO 9241-171:2008 の JIS 化との 整合性に も 注意 を 払い， 数名 
の 委員が 両方の 委員会に 参加した。 

この JIS 原案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 iiii 決され， 平成 23 
年 8 月 22 日付で 公示され た。 

3 審議 中 に 特に 問題と な つ た 事項 

今回の こ の 規格の 制定 審議で 問題と なった 主な 事項 は， 次の と お り である。 

a) 適用 範囲に ついては， JTC1/SC35 国内 *国 際の 両方の 委員会で 議論と なった。 国際 NP 提案 時には， 
対象 機器 は コンピュータ だけで はなく， ATM, 券売機な ど 一般的な 情報 端末 を 含めて いた。 しかし， 
国際 委員会の 中で， それら の 情報 端末 は イン タフ ヱース が 異な つ て レ 3 て 一般化で きないと の 指摘が あ 
り， 結局， 対象 は， 主に コンピュータの オペレーティングシステム とした。 ただし， 他の 形式の 情報 
通信 技術に も 適宜 適用 可能と いう ことにな つた。 また， オペ レー ティ ング システム だけ 力、， BIOS (Basic 
Input/Output System) を 含める のかに ついては， BIOS は頻？：^？に操作す る も のではなぃ こ と ， 及び ァク 
セシ ブルな インタフェース を BIOS に 求める の は， 技術的に 困難で あると いう 理由から， コン ピュー 
夕の オペレーティングシステムが 起動した 後 （ログイン 待ち 状態 以降） とし， BIOS だけが 起動して 
いる 状態 は， 対象と しない ものと した。 一方， ログイン 待ち 状態に おいて は， オペレーティング シス 
テ ム の 機能が 完全 に は 起動して いない ものの， 口 グイ ン 待ち 状態の ィ ン タフ エースが ァ クセシ ブルで 
ない と， ユーザが ログイン すらで き な い 可能性が あ るた め， ログイン に 最低限 必要な ァ クセシ ビ リ テ 
ィ 機能の 設定 だけ を， 要求 事項と して 実装す る こと とした。 

b) 用語に ついては， この 規格と 同時 期に 審議が 行われて いた ISO 9241-171:2008 の JIS 化と 用語 及び 表 
現 を 一致させる 必要が あり， 両方の 原案 作成 委員会で 調整 を 行った。 両者で 整合 を 図った 主な 点 は， 
ウイ スコ ンシ ン 大学の 商標 使用の 断 り 書 き （本体の 箇条 4 の 注記 参照） ， 商標 （固有名詞） の 表記 方法， 

"ァ クセシ ピリ ティ 機能" の 定義， "toggle" など 技術 用語の 和訳で ある。 

解 2 

著作 ft 法に より liWi での 複讎. 等 は 禁止され ております。 
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c) 規格の 名称に ついては， この 規格の 対応 国際規格 である ISO/IEC 24786 の 名称が "Accessible user 
interface for accessibility settings" であるのに 対 し， 単に "ァ クセシ ピリ ティ 設定" としてい る。 この 理 
由 は， その 前に ある タイトルが 異なる ためで ある。 対応 国に リ t 格 は， "Information technology — User 
interfaces — " の 後に 規格の 名称が 続 く せ、 この タイトル は， ァクセ シ ブル ユーザ ィ ン タフ エース を 意 
味して はいない ので， 名称に "for accessibility settings" という 説明 を 入れて ある。 一方， この 規格 は， 
"高齢者 * 障害者 等 配慮 設計 指針 一 情報通信 にお け る 機器， ソフト ゥュ ァ 及び サービス 一" という ァ 
クセシ ブル ユーザインタフェース を 意味す る タイ トルの 後に 名称が 統く ため， 名称 は 単に "ァ クセシ 
ビリ ティ 設定" と している。 

4 特許権な どに 関する 事項 

この 規格で 扱う 16 個の ァクセ シビリ ティ 機能のう ち， 本体の 4.5， 4.7， 4.8， 4.10， 4.13, 4.14， 4.15， 4.16 

及び 4.18 で 定義す る 9 個の 機能の 名称 は， 元々 は ウィスコンシン 大学の 商標で あり， 英語 名 は 順に 
BounceKeysTM, FilterKeys™, MouseKeysTM, RepeatKeys^M, ShowSounds™, SlowKeys™, SoundSentryTM, 
StickyKeys™, 及び ToggleKeys'™ という。 対応 国際規格 では， これらの 商標 を そのまま 使用して いる 力 5 ， 
この 規格で は， 日本語に 訳して 一般 名称 化した。 一般 名称 化に 当たって は， 1990 年代に 主要な 情報機器 メ 
一力の 日 本 法人 数 社 で 協議 して 決めた ァクセ シビリ ティ 機能の 日 本 語 訳 を， JIS 用語に 合致す るよう 修正 
して 採用した。 

なお， 用語 BounceKeys™, FilterKeys™, MouseKeys™, RepeatKeysTw, ShowSounds™, SlowKeys™, 
SoundSentryTM, SdckyKeys™, 及び ToggleKeysTM は， 全て ウィスコンシン 大学の 商標で ある。 し 力、 し， こ 
の 規格で 規定す る 働き 及び 振る舞い を もつ ユーザ イン タフ ヱ ースの 機能 を 表す 場合， これらの 用語 は， 著 
作 権 使用料 及び 使用許可な し に 使用して よ い。 

5 規格の 適用と する 具体的な 範囲の 補足 事項 

この 規格 は， オペレーティングシステムの ユーザインタフェースに 適用し， オペレーティングシステム 
が 読み込まれて 起動され る 前の ユーザ ィ ン タフ エースに は 適用し ない。 ここで "オペ レー ティ ング シス テ 
ムが 読み込まれて 起動され る 前" と は， 電源 投入 前 はもち ろん のこと， 電源 投入から BIOS だけが 起動 中 
の 状態まで も舍 む。 

なお， ログイン 待ち 状態 は， オペレーティングシステムが 読み込まれた 状態と 判断で きる ので， この 規 
格の 適用 範固 となる。 口 グイ ン 待ち 状態の ァクセ シビリ ティ 設定 モー ドの 要求 事項 及び 推奨 事項 は， 5 丄 1 
によるとした。 

6 規定 要素の 規定 項目の 内容 

6.1 画面 読み上げ 機構 （本体の 4.11) 

この 規格に おける "画面 読み上げ 機構" は， "音声" による 画面 読み上げ 機能 を 指す ものである。 
なお， ISO 9241-171:2008 の JIS 化で は， 類似した 用語と して "画面 読み上げ 機構" を 定義して いる 力、 

こちら は 音声に 限らず 点字に よる 表示 を 含む。 

6.2 画面 上の 文字の 輝度 は， 背景より 5 倍 以上 明るい ことが 望ましい。 [本体の 5 丄 2 k)] 

この 推奨 事項 は， 背景より 文字の 方が 輝度が 高い （つまり， 背景 は 暗くて 文字 は 明るい 配色で ある。） こ 
と を 意味す る。 この 仕様 は， ロー ビジョンの 利用者に とって 有益で ある。 



解 3 

著作権 によ り での 1111， 転載 等 は 禁止され て おります, 
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6.3 コ マン ドを 起動す るた めの， オペレーティングシステムに 特化した キ 一を もつ システム において は， 

... [本体の 5.1.3.2 a)] 

"コマンド を 起動す るた めの， オペレーティングシステムに 特化した キー" は， 通常" ロゴ キー （logo 
Key) " と 呼ばれ， こ の 例 は Wi ndows システム に お け る "ウイ ン ドウズ 口 ゴ キー"， Apple Macintosh シス テ 
ム における "コマンド キー"， Unix システム における "メタ キー" である。 この キー は， キーボードの 標 
準 を 定めた ISO/IEC 9995 シリーズ では 定義され ていない ため， この 規格で は， 特定の 呼称 を 割り当てて 
おらず， "オペレーティングシステムに 特化した コマンド を 起動す るた めの キー" と 呼んで いる。 

7 懸案 事項 

この 規格 及び 対応 国際規格の 技術的 内容 は， 国際 • 国内 規格と も 初めての 制定で ある。 初版と しての こ 
の 規格 は， ァクセ シビリ ティ 設定 をァ クセシ ブルに する ための 理想 像 を 完全に は 規定で きていない。 その 
理由 は， 主要 メーカが 開発して いる コンピュータの オペ レー ティ ング システムが まだ 理想 像 を 実現す る 技 
術 レベルに 達して いないから である。 

まず， ァ クセシ ブル イン タフ ヱース 実現の ための 重要な 技術 要素で ある "音声 操作" について は， この 
規格の 発行 時点で は， 技術的に 十分に は 対応で きていな いため， 全て 推奨 事項と なって いる。 将来 的に は， 
要求 事項と したい。 また， ァクセ シビリ ティ 設定 モード を 起動す る キー 操作 は， 本来なら 一つの キー 操作 
(具体的に は "Help キー 5 秒 押し" で 即座に 起動） で 可能と なること が 理想 だが， この 規格の 発行 時点で 
は， どの オペレーティングシステム も 実装で きていな いため， やはり 推奨 事項と した。 これ も 将来 的に は 
要求 事項と したい。 

こ の 規格で は， 16 種類の ァクセ シビリ ティ 機能 についての 設定 項 目 を 規定し た 力 s\ 設定 範囲が 定性 的な 
箇所が まだ 多いた め， 人間工学 的な 観点から 定量 的に 定める こ と も 今後 必要で ある。 

8 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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解 4 
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大野 克行 社団法人 ビジネス 機械 • 情報 システム 産業 協会 
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注記 〇 印 は， 分科会 委員 を 示す。 
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(執筆者 関 喜 一) 



解 5 
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白 紙 



解 6 

に よ リ 無 ifi での ikia, fo« 等 は 禁止 さ れ てお り ま す。 
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す。 お 問合せに お答えす るに は， lig 係 先への 確認' が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
間が かかる 場合が ございます。 あらかじめ ご了承く ださい。 

★JIS 票の 正 親 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 
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にお 送りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 出版 事業部 出版 サービス 第一 媒 [FAX(03)3583-O462TEL(03):}5S3-80O2] 
まで， お 申込みく ださい。 
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